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琵琶湖はバイカル湖やタンガニーカ湖などと並ぶ世界有数の古代湖であり、独自の生態系と高い生
物多様性を有する。その高い多様性から淡水貝類の世界的なホットスポットとしても知られ、世界
遺産である小笠原諸島などと並ぶ日本を代表する「進化の実験場」である。一方で、その高い特殊
性・多様性にも関わらず、生息している生物の起源や進化のメカニズムは十分にわかっていない。
そこで、発表者らは特に高い固有性と多様性を持つとされる腹足類（巻貝類）の起源と種分化のパ
ターンを網羅的に探ることを通して、琵琶湖で生じる進化のメカニズムの解明を試みた。まず、発
表者らは琵琶湖に生息する巻貝類の大半を対象に、琵琶湖と周辺地域である日本列島およびアジア
地域からサンプルを収集し、サンガー法によって得られた数領域の遺伝子配列と次世代シーケン
サーを得られたゲノムワイドな遺伝子配列を併用して系統解析を中心とした系統学・遺伝学的解析
を行った。それらの結果から琵琶湖に生息する巻貝類は一般に高い遺伝的な固有性を有する反面、
形態的な多様化や種分化は必ずしも生じないことが明らかとなった。反面、形態的な多様化が生じ
ている種類では、それが速やかに発生していることも示唆された。これらの知見と、他の貝類や魚
類などから得られた知見を統合し考察すると、琵琶湖の高い固有性は古代湖における長期の地理的
な隔離と特殊な湖沼環境への適応によるものと考えられる。一方で、一部で見られる爆発的な多様
化はそれらだけでは説明できず、隔離による遺伝的な多様化・環境への適応以外の異種間交雑や性
選択、染色体の多様化などのメカニズムが重要である可能性があるだろう。

時間：13:10-14:10対象

技術セミナー

他学科を含む教員・学生

知られざる古代湖：
琵琶湖の巻貝の起源と進化
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